











Weight and Shape Concerns and Dieting Behaviors among Preadolescents 
and Adolescents in Japan 
(日本における前思春期および思春期学生の体重と体型に関する意識とダイ
エット行動について〉








【方法】大阪府下の某小学校4年生から 6年生までの男女あわせて547名，某中学校 l年生から 3年生
までの男女あわせて615名.某高等学校 1年生から 3年生までの男女あわせて615名に対して無記名で
アンケート調査を実施したの調査項目は対象の背景因子.体重や体型に関する，意識，やせ願望，ダイエッ
トや摂食行動なと.についてである。
【結果】調食した女性の16%が標準体需の85%以下であった。円分門身を太っていると評価している女性
は10歳では42%. 17歳では84%であった。やせ願望を持つ友性は10歳では51%.17成では87%であったc
肥満恐怖を持つ女性は10歳では35%.17歳では79%であった。痩せるために何らかの努力をしている女性
は10政では22%.17歳では37%であった。標液体重の85%から30%の女性における32%および標辛=体重の
85%以下の女性での14%が痩せるために何らかの努力をしていた。男性は女性に対していずれの項目にお
いても低半であったο
【考察】本研究において，小学校高学年の女性学生いもやせ願望や肥満嫌悪を高率に認め.ダイエットの
低年齢化が欧米と同様に進んでいることが判明した。これには過去35年間で我が国でも長の象徴としての
スリムな体型が-h:いtct1の聞で憧れの的となり.ダイエットが流行し.この傾向が定年齢層にも拡大して
いるものと考えられた。今後前思春期の久性の1M]でにも摂食障害患者がより明加することが示唆された。
論文審査の結果の要旨
欧米先進困や本邦で， t真食障害は，的思春期の女性でも増加してきているO 摂食障害との!日jに密接な関
与が推測される要因としてダイエットの明大が鉛摘されている。木邦において副思春期の!J:性のダイエッ
ト行動に|制する報告はいまだに少ないひ本州究では. 10iJ長から17ぷの男女学生における体重や体型に関す
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る意識.やせ願望，ダイエットに関する行動などをアンケートによる調査法で評価し，欧米先進国の結束
と比較した。
調査項白は対象の背景因子，体重や体型に関する意識，やせ願望.ダイエットや侵食行動などからなり.
大阪府下の某小学校4年生から 6年生までの男女あわせて547名.某中学校l年生から 3年生までの男
女あわせて615名，某高等学校1年生から 3年生までの男女あわせて615名に対して無記名でアンケー
卜調査を実施した。
調査した女性の16%が標準体重の85%以下で，どの年齢においても約60%は女性が標準体重の範囲内で
あった。しかし，自分自身を太っていると考えている女性は10歳では48%，17歳では84%と加齢と共に増
加傾向を示した。やせ願望を持つ女性は10歳では51%，17歳では87%，肥満恐怖を持つ女性は10畿で、は35
%， 17歳では79%と.同様に加齢による増加傾向を示した。痩せるために何らかの努力をしている女性は
10鼠ですでに22%と高い割合を示したω また，標準体重の85%から90%と痩せを認めている女性の32%お
よび標準体需の85%以下と高度の痩せを認めている女性の14%が.低体質にも関わらず痩せようとさらに
努めていた。男性は女性に対していずれの項目においても低率であった。
本研究において，小学校高学年のk性学生にもやせ願望や肥満嫌悪を高率に認め.ダイエッ卜の低年齢
化が欧米先進聞と同様に進展していることが解明された。これには過去35年間でみ邦でも，スリムな体型
が若い女性の問で魅力の的となり，そのためダイエットが増え，この傾向が低年齢層にも拡散してきたも
のと考えられる。
以上より， 本論文は摂食障害の要因のーっとして考えられるやせ願望やダイエットが低年齢層にも拡散
していることを示唆したもので， 精神医学における摂食障害の社会的，心理的要因の解明に寄与するとこ
ろが少なくない。よって，著者は博士 (医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
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